
地域包括ケアに向けて

    館 長

森 口　 茂

　2000年に始まった介護保険も12年を経

過し、介護保険の受給者も500万人を超えま

した。

　団塊の世代が75歳を迎えるピークの

2030年には750〜800万人に達することに

なるでしょう。

　病院のベッド数はそれほど増えない中で、介護施設の整

備と在宅で最後までお過ごしいただけるサービスの強化

が求められています。

　その為に、地域住民に対し、保健サービス(健康づくり)、

医療サービス及び在宅ケア、リハビリテーション等の介護

を含む福祉サービスを、関係者が連携、協力して、地域住民

のニーズに応じて一体的、体系的に提供する仕組み　地域

包括ケアが求められています。

　すなわち、ソフト(事業)面では、その地域にある保健・医

療・介護・福祉の関係者が連携してサービスを提供するも

のであり、ハード面では、そのために必要な施設が整備さ

れ、地域の保健・医療・介護・福祉の資源が連携、統合されて

運営されていることです。

　近江ちいろば会は、その実現に向けて多様なサービスを

提供し、地域の人々、事業所、医療機関と連携していきたい

と願っています。

ぼだいじ訪問看護ステーション
超高齢化社会の中で、介護と医療の両方の視点から在宅療養を支えていくため、今年の 4 月に開設致しました。

訪問看護では、かかりつけ医が交付した訪問看護指示書に従い、医師と連携を取りながら必要なサービスを提供します。

医師の指示による医療処置も行いますので、安心して療養生活を送っていただくことができます。

在宅療養を不安なく続けていけるよう、利用者様・介護者様とも支えていきたいと思います。

いつでもお気軽にお問合せ下さい。

～在宅で自分らしく
　　生きることを支えます～

★営業日は、月～金曜日の8：30～17：30です。祝日も営業しています。
★24時間・365日相談に応じ、必要時には訪問致します。

お問合せ先　☎０７４８－74－４０４０  北村　美知

2025年
  の姿

地域医療・介護サービスの充実　地域の姿イメージ
○できる限り住み慣れた地域で暮らし続ける
○自らの希望と選択でよりよいサービスを受けることができる
○施設・居住系サービスをスウェーデン並みに拡充
○24時間対応など多様な在宅サービス
○施設も地域に密着した小規模化、ユニットケア

＜人口５万人：65歳以上：15,000人（うち、75歳以上：9,000人）のケース＞

身近な地域に多様なサービス

～訪問看護師が支えます～

赤ちゃんから
お年寄りまで

健康に不安が
あるときに

最期を家で
迎えるために

在宅療養の
お世話

在宅でのリハビリ
テーション

介護支援と
相談

介護予防
医療機器の
管理

医師の指示に
よる医療処置

ターミナルケア
ご遺体のお世話

認知症の
ケア

症状の観察
床ずれの
予防と処置
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基本理念：人にしてもらいたいと思うことを、人にもしなさい。
私たちはキリスト教の精神に基づいて、高齢者の全生活において、「隣人愛の奉仕」を実施することを基本理念とします。

17歳から100歳まで
訪問しています

お二人を在宅で
看取りました



���「ピスガ
　ホールギャラリー」��「ピスガ
　ホールギャラリー」

ケアハウス入居者様の作品展
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平成23年度の決算報告
貸借対照表(全施設合計) 平成24年3月31日現在 （単位：円）

167,563,241

1,132,644,969

923,173,184

209,471,785

1,300,208,210

　流 動 負 債　

　固 定 負 債　

負 債 の 部 合 計

　 基 本 金 　

国庫補助金等特別積立金

次期繰越活動収支差額

（うち、当期活動収支差額）

純 資 産 の 部 合 計

負債・純資産の部合計

　流 動 資 産　

　固 定 資 産　

（基 本 財 産）

（その他の固定資産）

資 産 の 部 合 計

30,748,699

299,705,323

330,454,022

92,980,024

500,297,665

376,476,499

(46,020,473)

969,754,188

1,300,208,210

資　産　の　部 負　債　の　部

純　資　産　の　部

事業活動収支計算書　平成23年4月1日〜平成24年3月31日 （単位：円）

事業活動
収支の部

事業活動外
収支の部

事業活動収入計

事業活動支出計

事業活動収支差額

事業活動外収入計

事業活動外支出計

事業活動外収支差額

当年度決算額

486,423,380

443,065,368

43,358,012

4,778,731

3,989,530

789,201

44,147,213

勘　　定　　科　　目

特別収支

の 部

特別収入の部

特別支出の部

特別収支差額

当年度決算額

47,574,000

45,700,740

1,873,260

46,020,473

330,456,026

376,476,499

勘　定　科　目

財産目録
平成24年3月31日現在

167,563,241

1,132,644,969

30,748,699

流 動 資 産

固 定 資 産

流 動 負 債

299,705,323

969,754,188

固 定 負 債

差引純資産（単位：円）

当 期 活 動 収 支 差 額

前期繰越活動収支差額

次期繰越活動収支差額

７月2828日（土）（土）

2012年2012年
７月28日（土）

2012年 テーマ「宇宙」

野外担当の面々　宇宙のイメージで接客しました。野外担当の面々　宇宙のイメージで接客しました。野外担当の面々　宇宙のイメージで接客しました。

経 常 収 支 差 額

世の中、息苦しくなってきている中で壮大な夢を持って
大きな気持ちで歩んでいきたいと、テーマは「宇宙」としました。

夏まつりについて 保井　達範 委員長

飲み物
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子ども
担当

大學芋
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わらび
餅

　今年の夏まつりは、金環日食や映画で人工衛星はやぶさが流行ったことも

あり、テーマが『宇宙』となりました。テーマが大きい物になり、新しく入

った職員も多く、不安の中準備していくことになりましたが、職員一丸とな

って準備していき、素晴らしい夏まつりが出来上がりました。今後も職員が

協力していき、より良い近江ちいろば会を作っていきたいと思います。

（平成24年7月より）

理事長  奈良　譽夫
理　事  後宮　俊夫
理　事  森口　　茂
理　事  関　　雅人
理　事  藤原　忠昭
理　事  行本　善則
理　事  中田　匡美
理　事  田中　義久
監　事  武本　　勉
監　事  明智　榮一

近江ちいろば会の新しい理事・
評議員・監事を紹介します。

評議員  松山　克子
評議員  影山　尚子
評議員  梶谷富貴子
評議員  原田　　潔
評議員  新　千重子
評議員  平野　　正
評議員  望月　修治
評議員  大石孝太郎
評議員  中村香奈子
         （順不同・敬称略）

会場装飾　演目の様子会場装飾　演目の様子会場装飾　演目の様子

フルート演奏
湖笛の会　松山克子 氏

フルート演奏
湖笛の会　松山克子 氏

フルート演奏
湖笛の会　松山克子 氏

新舞踊「昇り龍」
ケアハウス  増田喜代恵 氏

新舞踊「昇り龍」
ケアハウス  増田喜代恵 氏

新舞踊「昇り龍」
ケアハウス  増田喜代恵 氏

歌謡舞踊「もどり橋」
ケアハウス　益  鐘子 様
歌謡舞踊「もどり橋」
ケアハウス　益  鐘子 様
歌謡舞踊「もどり橋」
ケアハウス　益  鐘子 様

音楽演奏  おしどりバンド音楽演奏  おしどりバンド音楽演奏  おしどりバンド

リズム体操　ピスガのヴィーナス
ケアハウス入居者様

リズム体操　ピスガのヴィーナス
ケアハウス入居者様

リズム体操　ピスガのヴィーナス
ケアハウス入居者様

ダンス
ちいろば星／新人職員

ダンス
ちいろば星／新人職員

ダンス
ちいろば星／新人職員

ダンス「ヤングマン」
館長とヘルパーズ
ダンス「ヤングマン」
館長とヘルパーズ
ダンス「ヤングマン」
館長とヘルパーズ

谷畑 英吾 市長も
飛び入り

司会 宇宙人

受 付



発行日　2012年9月
発行責任者
　理事長　奈　良　譽　夫
　館　長　森　口　　　茂

取り扱い金融機関　郵便局
口座番号　00960-0-109363
社会福祉法人　近江ちいろば会
会費：年額1口 5,000円（何口でも可）

ケアハウス ピスガこうせい／ぼだいじデイサービスセンター／
ぼだいじホームヘルパーステーション／ぼだいじ居宅介護支援セ
ンター／高齢者支援センターぼだいじ／グループホームぼだいじ
／中央デイサービスしんあい／小規模多機能型居宅介護　ぼだい
じみんなの家／みなくちみんなの家（グループホーム、デイサー
ビス、ケアプランセンター）／ぼだいじ訪問看護ステーション

事業内容

後
援
会
費

振
込
口
座

〔順不同・敬称略〕

寄付金・後援会費  感謝報告寄付金・後援会費  感謝報告

後援会へのご加入をお願い申し上げます。ご協力頂いております
方々のご芳名を掲載し、報告とお礼とさせて頂きます。　近畿老人福祉施設協

議会研究協議会　奈良

大会にて、ぼだいじみ

んなの家の研究発表を

おこないました。その

中で私たちは「在宅サ

ービスの今と未来につ

いて」というテーマの

分科会に参加してきました。

　今回の介護保険改正の主要ポイントの一つである

「地域包括ケアの推進」。私達ぼだいじみんなの家

も実際のご利用者様の事例に基づき「小規模多機能

型」のサービス利点である「通い」「宿泊」「訪

問」の組み合わせで、その方の在宅生活をどのよう

に支えているかという内容を発表しました。他の施

設の発表も非常に参考になり、病院や施設ではなく

「在宅」で暮らし続けるということが一つの選択肢

となるように、これからの地域包括ケアを担うため

のとても良い勉強の機会になりました。

　　　　　小規模多機能型居宅介護事業所

　　　　　　ぼだいじ　みんなの家　所長  上西　忍
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　妻を癌の病気で亡くしてからは、一人暮らしをしていたが、お酒で体を壊したことを心配した義理

の妹達にケアハウス入居を勧められた。

　体験入居時は、ケアハウスでは自由も無く好きなだけお酒も飲めないと思い入居を迷っていた。

しかし、また入院したことをきっかけに一人暮らしへの不安と、このままでは自分自身がだめになっ

てしまう。と思いケアハウスにお世話になることを決心した。

　入居してみると皆さんがとても優しく親切なこと。予想以上にケアハウスでの生

活が自由で、周りに緑も多く環境にも恵まれており、今では散歩するのが日課とな

り、好きなお酒もやめて体調も少しずつだが良くなり食事もおいしくなってきた。

　きっと妻も我がまま、勝手を改めて元気になっていく私の姿を遠い空から見守っ

てくれていると思うし、これからも私はここで暮らしていきたいと思っている。

２０１２年７月１９日
近畿老人福祉施設協議会研究協議会
奈良大会に参加して

ケアハウスの主な入居理由と
入居のメリット

伊勢戸　敏信
池田　澄子
石田　しずゑ
井上　明
井上　讃美子
イワタニランド区自治会
岩根学区
　民生児童委員協議会
上田　圭子
植田　清一郎
植松　喜美子
後宮　周子
後宮　忠弘・サチ
宇野　豊・木村　アサ
江坂　剛三・恵美子
榎本　栄次
榎本　和子
榎本　てる子
大門　義和・セイ子
大山　孜郎
大山　悠子
奥村　展三
小野　隆司・薫
小畑　義夫
門脇　清巳・小川　卓彌
川嶋　昭吾
川田　達生・礼子
木村　稔
小久保　正

2012年3月15日入居
ケアハウス
  宇坂　昭司さま

2012年５月２1日～2012年８月現在

五味　由紀子
坂　忠司
坂田　由次
有限会社　ササ薬局
佐治　千栄子
佐藤　義彦
作野　叡子
鈴木　真志
田窪　治子
立石　勤
谷口　定
デイケアの家 おしどり
道城　献一
内藤　弘子
中西　加代子
中道　晴夫・悦子
奈良　譽夫
西川　泰子
西八条　敬洪・久江
日清医療食品株式会社
野崎　泰子
登　政義
野村　昌代
萩原　正夫
萩山　美代
八子　美代子
林　栄子
原田　潔
春名　康範

東嶋　和代
菱　雪夫
平野　正
廣瀬　芳之
藤原　忠昭
菩提寺学区
　民生児童委員協議会
菩提寺北学区
　民生児童委員協議会
本田　和之・清実
真壁　日史郎・泰子
眞柄　正子
増井　武彦
松平　吉生・千鶴子
松山　克子
三上台自治会
南　俊子
社会福祉法人 みのり
　特養ポプラ
宮本　由子
目戸　龍太郎
守岡　英子
森口　貴子
森口　まつえ
森口　芳茂
山田　喜久子
和田　かほる　

住宅状況

心 身

家 族

経 済

住 宅

入居前の生活 入居理由 決定動機 入　居

一人暮らし
夫婦暮らし

子どもと同居
 

　ケアハウスの入居理由は、いろいろありますが「自己
決定」により入所されているのが特徴です。   
　入居が肯定的な選択となっていなければ、施設生活の
質の向上は高まらないでしょう。    
    　

病気の安心
介護が必要
家事が困難

家族に気兼
配偶者の死

経済的理由

住宅事情

費用が適当
 生活費10万円以内で可能

設備が良い

経済的な心配減少 
  

最後まで住みたい 
友達が出来　楽しい 

 

自分で決めた
　不安の解消

家族のすすめ
　近くで住める

　安心出来ている 

生活支援がある 
三食ある 
職員と相談できる 
自宅に近い 
 

持家
借家

軽費老人ホーム･ケアハウス白書より
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